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1. はじめに 差動型レーザドップラー速度計

(LDV)は，非接触かつ空間分解能に優れる速度計測

方法である．流体等の速度分布計測には，高信頼

かつ小型な走査型LDVが必要である．筆者らは，

プローブ内に移動機構を設けずに深さ方向に測定

点を走査可能なLDVを提案してきた[1,2]．流路断

面の速度分布をくまなく測定したい場合には，流

速方向に対して垂直な断面内を 2 次元的に走査可

能なLDVが必要となる．今回，波長可変レーザと

ファイバアレイの組み合わせによるプローブ内に

移動機構不要な 2 次元断面走査型LDVを提案する． 
2. 構成と実験方法 図 1 に 2 次元断面走査型LDV
の構成を示す．本LDVは，波長可変レーザと光ス

イッチを備えた本体，および回折格子等の光学系

で構成したプローブからなる．ファイバアレイで

本体とプローブを接続する．本体側の光スイッチ

でファイバアレイのポートを切り替え，プローブ

側での光波の入力位置を変化することで横方向に

測定点を走査する．また，波長を変化させて回折

格子からの光波の回折角を変化することで深さ方

向に測定点を走査する．この結果，流速方向に対

する 2 次元断面内の速度分布計測が可能となる．

波長可変レーザと光スイッチは本体側に備えるこ

とで，小型・高信頼なプローブという特長を維持

できる． 
24ch 偏波保持(PM)ファイバアレイを用いた図 2

に示す光学系により，測定点走査の原理実証をお

こなった．本実験ではコネクタ着脱によりファイ

バアレイのポートを切り替えた．深さ方向に移動

可能な垂直に配置した回転ターゲットを用い，ビ

ート周波数と回転速度の比から横方向測定位置を，

ビート信号の振幅が最大となる位置から深さ方向

測定位置を測定した． 
3. 実験結果 波長を 1536, 1539, 1542, 1545, 1548, 
1551, 1554 nm，ファイバアレイのポートを 3, 6, 9, 
12, 15, 18, 21, 24 番と変化させ，ビート周波数とタ

ーゲット位置から見積もった測定位置を図 3 に示

す．白丸は測定値，点線の交点は計算値を表す．

波長変化とファイバアレイのポート変化により，

測定点を 2 次元的に走査できることを確認した． 
4. おわりに プローブ内に移動機構不要な 2 次元

断面走査型LDVを提案し，2 次元断面内の測定点

走査を実現できることを示した． 
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(1) 全体構成 

 
(2) プローブ内の入射側光学系 

図 1 2 次元断面走査型 LDV の構成 

 
図 2 実験系 

 
図 3 2 次元測定位置の測定結果 
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